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本ウェビナーの目標

関連する AI ツールのオプションと、eラーニング開発お
よびコース内で AI を利用することのメリットを確認する

自社における AI 利用を評価するための例と推奨される次
のステップを共有する

AI ベースの開発をライオンブリッジがどのようにサポー
トできるかを理解する
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AI を効果的に適用できる領域の特定
AI を利用すべきかどうかを評価する方法

AI テクノロジーについて、自社におけるニーズ、目標、導入したい機能を余すところなく把握しましょう。
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学習目標の特定

既存の課題の把握

AI の機能の理解

データを利用でき
るかどうかの分析

費用対効果の分析

拡張性と柔軟性

ユーザーエク
スペリエンス

検討する AI ソリューションが、複雑化を招くことなく学習者のエクスペリエンスを向上させるかど
うかを確認します。ユーザーエクスペリエンスの品質は、学習者と管理者の両方にとって重要です。

検討する AI ソリューションが自社のニーズに合った拡張性を備えており、将来における eラーニ
ング戦略の変更に対応できるかどうかを評価します。

AI ソリューション導入に関連するコストを、導入により得られる可能性のあるメリットと比較します。有償ツー
ルを購入する金銭的コストと、ツールの使用方法の習得に要する時間の両方を考慮します。

AI を使用して、LMS/LRS 内でのコンテンツキュレーションなどの用途のために分析できる、十分な
量の適切なデータがあるかどうかを評価します。このようなデータは、AI システムを効果的に機能さ
せるうえで不可欠です。

利用可能な各種の AI テクノロジー (マシンラーニング、自然言語処理、予測分析など) を調査し、
それらが自社の特定の課題の解決や目標の達成にどのように役立つかを検討します。

eラーニングに関する現行の戦略における問題点を特定します。
学習者が困難を感じている領域はないか、講師が時間を過度に費やしている領域はどこか、学習意欲が低い領域
はどこか、などを調べます。

eラーニングプログラムにおいて達成したい目標を明確にします。
学習者の意欲を高める、学習パスをパーソナライズする、評価を自動化する、コンテンツデリバリを向上さ
せる、などです。
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学習に関する
ニーズ

ソリューション 強み 制約

講師とコース設計
担当者のサポート

• AI を活用した分析

• 複数のフォーム
ファクター間での
コンテンツの変換
(複数のトレーニン
グ資料でのコンテン
ツの再利用)

• 講師とコース設計担当者が費やす時間と
労力が大幅に減り、より戦略的なタスク
に注力できるようになる。

• 異なるタイプのトレーニング資料の間で品
質とスタイルの一貫性を確保できる。

• トレーニングプログラムを迅速かつ簡単に
拡張できるようになり、多様で幅広い層
の学習者のニーズに対応できる。

• 費用対効果を高められる可能性がある。
• コースのコンテンツにアクセスしやす
くなる可能性がある。

• コンテンツのどのフォーマットが最も効果的か
に関する知見が得られる。講師とコース設計担
当者が、コンテンツデリバリー戦略に関す
る意思決定を十分な情報に基づいて行え
るようになる。

• AI によるオリジナルのコンテ
ンツのニュアンスやコンテキス
トの把握は、必ずしも正確でな
い場合がある。

• 偏見
• セキュリティとプライバシー
に関する懸念

• テクノロジーとインフラストラ
クチャに対する専門的スキルと
資金の投入が必要になる。

• 変換されたコンテンツの正確性、
妥当性、品質を維持するために、
人による継続的な監督が必要
になる。

AI ソリューション
AI の効果的な利用
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AI の効果的な利用

AI ソリューション

学習に関する
ニーズ

ソリューション 強み 制約

自動評価 自然言語処理 (NLP)
• 迅速な処理
• 構想/設計とコンテンツの再利用をサポートする。

• AI の出力が不正確または偏見
を含むものになる場合がある。

• セキュリティ

コンテンツデ
リバリーの強化

コンテンツ推奨
エンジン*

• 時間の節約と学習プロセスの強化が可能。
• カスタマイズされた学習エクスペリエンスを提供
し、学習者の意欲を維持できる。

• データプライバシー
• 偏見
• 多様なコンテンツへのアクセ
スが制限される可能性がある。

コンテンツの
品質向上

構想とコース設計
コースのテキスト
コンテンツ
• ブレインスト
ーミング

• 共同でのテキス
ト作成

• 推敲

• コース設計の初期計画における構想/設計
の迅速化をサポートし、一貫性を向上させる。

• クリエイティブなプロセスが強化され、
新しい構想の提案が促進される。

• コンテンツ資料の全体にわたり文体とスタ
イルの一貫性が維持される。

• AI が生成するコンテンツは高
い水準を満たさない場合がある。

• 偏見
• データセキュリティおよびプ
ライバシー

• 定型的な、または深みのない印
象のコンテンツが生成される
場合がある。
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AI の効果的な利用

AI ソリューション

学習に関
するニーズ

ソリューション 強み 制約

視覚的な学習支援
画像の生成
コース用の画像/動画
アセットの作成

• 迅速な生成
• コース開発費用を削減できる可能性がある。
• AI ならではの目新しいクリエイティブな画像が得られる。

• コースの全体的なデザイン品質と信頼性が
損なわれる可能性がある。

• 調整や品質向上のために、グラフィック デ
ザイナーによる追加作業が必要になる場合
がある。

• 多数の画像や動画にわたってスタイルと品
質の一貫性を確保することが困難になる場
合がある。

• ビジュアルアセットが倫理的で偏見を含ま
ないことを保証するには、入念なモニタリ
ングとフィルタリングが必要になる。

• 技術的問題

アクセス性の向上

AI 音声
• 作成の所要時間が短く、コンテンツの変更があった

際に人間のプロによる VO よりも更新が容易である。
• さまざまなタイプの学習者にリーチするための

選択肢が増える。
• コース制作の全体的な費用を削減できる可能性がある。
• コースの迅速な拡張が容易になる。
• 全世界の学習者向けに、コース コンテンツを

よりインクルーシブかつ適切なものにすることができる。

• ロボットのように聞こえる場合があり、
発音、イントネーション、感情表現を
チェックする必要がある。

• フォトリアルなアバターは、自然な表情や
身振りができない場合がある。

• 文化面のニュアンスや配慮を要する内容を、
必ずしも正確に把握できない場合がある。

• 学習者の意欲や満足度を低下させる可
能性がある。

AI アバター
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AI ソリューション
AI の効果的な利用

学習に関す
るニーズ

ソリューション 強み 制約

学習者の意欲向上
コース内でのチ
ャットボットの使用

• 学習者の意欲が向上する。
• 標準化された形式で、パーソナライズされた
フィードバックを学習者から直接取得できる。

• 優れた拡張性
• 学習者の取り組みに関するデータ

• AI の出力が不正確または偏見
を含むものになる場合がある。

• セキュリティ
• 共感の欠如
• 技術的な問題が生じたり、
理解が阻害されたりする可能性

パーソナライズ
された学習パス

マシンラーニングアル
ゴリズム*

• 学習者の意欲が向上する。
• 学習者のニーズに効率的に対処し適応できる。

• データプライバシー
• 偏見
• 技術的な複雑さと
リソースへの高負荷

• データの品質と量に大きく影響さ
れる。
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AI ツールの利用
コース開発における例
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コース設計の例

出力プロンプト

マイクロラーニングのためのコンテンツの概要
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コースアセットの例
画像の生成
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コース設計の例
ゲーム形式のレベル 3 インタラクティブコースのコンテンツの概要

出力

プロンプト
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コースアセットの例
画像の生成
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コースアセットの例
画像の生成
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コースインタラクションの例
チャットボットの例

あなた
の回答:
社会保障番号と生年
月日は機密データで
あると思いますが、
メールアドレスと
クレジットカード
情報はどうだった
かわかりません。

フィードバック:

惜しかったです。社会保障番号と生
年月日が機密データであるという回答
は正解です。しかし、メールアドレ
スとクレジットカード情報も機密
データと見なされます。

機密データには通常、ID 窃取や不正
行為に使用される可能性のある個人
情報と財務情報が含まれます。重要
な概念を復習して、もう一度挑戦し
てみましょう。
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• 時間とコストの節約

o フォーマット設定、クイズの作成、コンテンツの整理などの反復的なタスク

を自動化することで、コース設計者がコース設計の戦略的側面に注力できる

ようになる。

• コンテンツの多様さによる意欲の向上

o コース開発のあらゆるステージにおいて、AI により、コース設計者向けの学

習リソースと学習者向けの学習アセットの多様なオプションが提示される。

メリットのまとめ

コース内で AI を利用
することのメリット

eラーニングの開発
に AI ツールを使用
することのメリット

• AI 活用型のチャットボットとバーチャル チューターは、リアルタイムのフ

ィードバック、質問への回答、説明を提供するため、継続的な学習サポー

トをより簡単に実施できる。

• 音声ベースのインタラクションと評価により、学習にアクセスしやすくな

り意欲が向上する。特に、言語学習やコミュニケーション能力の開発に有効。

• リアルタイムの翻訳、発話内容のテキスト変換、パーソナライズされた

環境設定により、アクセシビリティが向上する。
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• 開発チームにトレーニングを提供し、AI ツールの導入と利用の方法を明確に理解できるようにする

o AI ツールにおける制約への対処方法について議論し、その内容を文書化する

• 最新のワークフローを確立して導入する

o 既存のワークフローとタイムラインにもたらされる影響を考慮する

• チームメンバー間でタスクを調整してもよい

o 必要なリソースと、ポストエディット、統合、テストのタイミングを決定する

o 標準の開発ツールの代わりに AI を使用することで生じるコストに基づき、制作コストの情報を更新する

• 大規模なコンテンツ制作プログラムの拡張に向けて

o ソースコンテンツが利用可能であるかチェックする

o 一貫性を確保するために、まずコースの構造を標準化する

AI プロジェクトを管理するために必要なこと
推奨事項と考慮すべき事項
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自社の eラーニングに関するイ

ニシアティブにおいて、AI を効果

的に適用できる領域を特定する

(現実的で妥当なツールのオプシ

ョンの選定も含む)

1. スライド 1 の質問を使用し

て、ニーズの分析を行う

2. スライド 2 のツールリストを

使用して既存のツールおよびプ

ロセスを比較し、AI を効果的

に適用できる領域を検討する

AI の導入を成功させるには
プロセスへの影響/向上

このプロセス
をライオンブ
リッジがお手
伝いいたします。

1 4
必要に応じ
てプロセス
の評価と修
正を行う

新しいプロセ
スに従って
コース開発の
パイロットを
実施する

3
既存の開発プ
ロセスを更新
し、AI ツール
を統合する

2
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Q&A



ご視聴ありがとうございました
当社は障壁を打ち破り、架け橋を築くことで、世界中で新しいチャンスを生み出します

https://twitter.com/LionbridgeGames
https://www.linkedin.com/company/lionbridge/
https://www.instagram.com/lionbridge_global/
https://www.facebook.com/L10nbridge/
https://www.youtube.com/user/LionbridgeTech
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